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　南米アルゼンチン�の最南端パタゴニアに�ある「リ�

オ・�ピ�ン�ト�ゥラスの手の洞窟」�と呼ばれる約１万年�

前の洞窟壁画が、世�界遺産を紹介する番組�に取り上�

げられていま�し�た。�

　それは、無数の手�形のみを複層させた原�始絵画で、�

生々�し�い手形の痕跡が表�出されて、異様な空間�と強�

いリアリティーが醸�し�出されています。�

　興味深いのは、ど�のように描かれたのか�を再現�し�

ており、油などで練�り上げた顔料を口に含�み、そ�し�

て、動物の骨の筒を�通�し�て吹き付けています。�

　普段、手や指で描�くことはありますが、�口や舌を�

使い、息で吹き付け�て顔料を定着させる方�法は究極�

の身体表現ではない�かと思われ、異様な存�在感やリ�

アリティーは、型に�よる痕跡とともに、人�の息遣い�

が感�じ�られる直接的な定�着や転移であり、驚愕�させ�

られます。�

　この吹き付けによ�る手法は、日本の美術�にも古く�

から散見され、平安�王朝の「料紙装飾」や�、古伊万�
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　中央教育審議会の答申がなされ、日本の学校教育の新�し�い指針が示されようと�し�て�

いる。今回の改訂でも、小学校の「図画工作」や中学校の「美術」はかろうじて�（？）�

必修と�し�て残り、すべての日本国民が学校で造形美術の学習をする制度が残ったこと�

に、とりあえずほっと�し�たと感�じ�ている人も多いことだろう。�

　世界の国々の中では造形美術教育が必修となっている国が少ないため、学力の国際�

比較に熱心な我が国においては、学習指導要領改訂のたびに学校から図工や美術の授�

業がなくなって�し�まうのではないかという不安が頭をもたげることになる。�

　子どもたちは造形美術の時間が好きで、小学校で図工は特に人気が高い教科である�。�

し�か�し�、�「たの�し�ければいいのか？」�という疑問の声もないわけではない。中央教育審�

議会の中でも、造形美術活動の内容によっては、子どもたちの興味や関心の高まりを�

資質や能力の向上に生か�し�きれておらず、伸ばす資質や能力を明らかに�し�た指導が必�

要であるという意見が出されている。�

　ものをつくるという行為が自由で創造的ならば、たの�し�いという経験を重ねるだけ�

でいいと思う。自分の思いを自分の力で形にすることは、きわめて総合的な学びだか�

らである。その活動の中で子どもたちがそれぞれに伸びていることは造形美術教育に�

携わる者は実感と�し�て感�じ�ている。�

　造形美術教育のこのすばら�し�い力を世間の人々に気づいてほ�し�いと思う。ただたの�

し�そうに絵を描いたり、立体をつくったり�し�ている内側で、描く力や立体表現のため�

の巧緻性などのもっと根っこの部分で何が育っているのか、�し�っかり提示することが�

求められている。�

だか�ら�、�造形教育�
吹�き�墨�と�イ�ン�ク�ジ�ェ�ッ�ト�

子�ど�も�たち�に�学んでほ�し�い�こ�と�

たの�し�さ�の�中で育つ力�
―　�学習指導要領で求め�ら�れ�る�資質や能力　�―�

里などの陶磁器へ�の絵付けにも、�「吹き墨」�と呼ばれ�

る素晴ら�し�い表現が残され、�俵屋宗達の「雲竜図屏�

風」�（�フ�リ�ー�ア�美�術�館�）�に�は、�「た�らし�込�み」と�と�も�

に、この「吹き墨�」が縦横無尽に散りば�められ、感�

嘆させられます。�

　浮世絵では、歌�麿の作品などの背景に�用いられた�

り、蛍の光や滝の�飛沫にも見られたり�し�ますが、こ�

の吹き付けや、型�をおいてスパッタリン�グする手法�

には、素朴で力強�い表情やリアリティー�が表現され、�

貴重です。�

　また海外では、�この手法を愛�し�たロー�ト�レ�ックの�

「金網とブラシ」�による執拗な表現も思�い出され、�

印刷の網がけや�ド�ッ�ト�の先がけとなって�います。�

　さらに興味深い�のは、現在のパソコン�によるイン�

クジェッ�ト�・プリン�ト�は、まさ�し�くこの吹き付けに�

よる顔料の転移や�定着であり、この手法�や技術によ�

る表現は奥が深く�、さまざまな可能性を�秘めている�

と感�じ�ています。� （はら　たけ�し�）�

原　健�
（東京造形大学教授）�

リオ・ピントゥラスの手の洞窟�
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　従来の教育研究は教え�るという立場を固定�し�て�

おいて、教育内容を取捨�選択�し�たり、指導方法を�

開発�し�たりすることが多かった�。�

　�し�か�し�、近年の児童・生徒を取り囲�む教育問題�

は指導内容や教授法開発�というよりも、�む�し�ろ�「学�

び」の崩壊という根底的�な問いに集約されていく�

ことになった。�

　自分から目的的に学ぶ�こと、つまり「自ら進ん�

で」というスローガンか�らはほど遠く、教育的な�

すべての前提を拒否する�ような傾向が見られるの�

である。受験とか親から�ガミガミ言われるという�

ようなことは消極的な動�機付けにはなっているよ�

うだが、学びたいという�枯渇�し�た欲求から出発す�

るものではないようであ�る。昨今の教育議論のす�

べてはこの問題をどうと�らえるかによって大きく�

様相が変わって�し�まう。�

　誤解を恐れずに俯瞰的�に言えば、教育という営�

みは伝えたい内容、ある�いはこう育ってほ�し�いと�

いう大人の願いがあり、�それを社会に参加する年�

少の子どもたちに期待す�る行為であると言える。�

もちろん、この仕組みは�正常な�（？）�社会への不断�

のリニューアルであるか�ら、�「教えた」�かどうかで�

はなく、�「学んだ」かどうかで�ある。�

　ところが、学びの崩壊�である。同時に教えの崩�

壊でもある。当然ながら�「教える」をもっと強調�

するべきだという大合唱�が興る。教えるという行�

為の強制的な執行は、一�連の教育行為を加速する�

場合か、教育の内容に無�理がある場合によく見ら�

れるが、この主張にも理�はある。�

　実際には社会規範と�し�ての教育内容はそれぞれ�

の社会に厳然と�し�てある�し�、文化の連続性も教え�

ることになる。さまざま�な欲求を実現させるため�

のその社会なりの現実原�則がそこにはある。そこ�

　そうすると単に知識の量を�増や�し�たり、決めら�

れた知識を正確に運用する技�能を高めたりすると�

いう狭義の学力にはなじまな�い問題があることに�

なる。単に時間数の増減や指�導内容の問題ではな�

い。新�し�い視点が用意される必要が�ある。�

　このような議論がなされて�いる折に、注目すべ�

き考え方が紹介された。�「科学」�（岩波書店、2007

年１月、�「科学の動向――三宅なおみ�」�）�でラーニン�

グ・サイエンスが取り上げら�れており、文化各方�

面で活躍する人々の「わかる�」�、�「熟達する」の分�

析から、大筋で以下のような�ことが共通的にあげ�

られると紹介�し�ている。�

　・自ら学びたいという強い�動機付けがある。�

　・かなりの量、例えば数千�に及ぶ時間がかかる。�

　・積極的な関連情報を収集�し�、蓄積�し�てそれら�

をうまく構造化する。�

　・失敗や成功の経験の繰り�返�し�とその統合が起�

きる。�

　・意図的、計画的な練習が�有効な場合がある。�

　・到達点が継続的に再吟味�され、新たな目標が�

設定される。�

　・教え合ったり議論�し�たりする仲間が存在する�。�

　・異なった達成�レ�ベルのメンバーが混在�するコ�

ミュニティーが存在する�。�

　・コミュニティー内で自我�を確立することと学�

習成果が直結する。�

　・コミュニティー自体が目�標を継続的に再吟味�

し�、設定�し�直すことがある。�

　これらの事項は、学校教育�がやはり必要である�

こと、時間をあまり加速�し�て教え込むことは結局�

真の創造的な学力にはなって�こないという、大部�

分は従来から指摘されていた�ことのような気がす�

る。�し�か�し�、現場がこれらの問題を�真正面から研�

究対象と�し�て扱ってこなかったこと�も事実である。�

　そうすると、教育観全体を�問い直さないと思考�

力や判断力、私たちの教科に�引き寄せれば創造的�

な問題解決の力につながって�こないのではないか。�

　技能を問題にする時、�「わかる」�という行為はど�

のようなものか。逆に言えば�、�「わからない」�とは�

なむき出�し�の表現から、確実な実�施に向けた洗練�

された記述になっている）�。�

　�し�か�し�、この方向転換は、目に�見える成果を見�

る前に学力低下論争が巻き�起こり、広範な議論を�

呼び起こ�し�、各教科などの新�し�い学習指導要領が�

告示されることとなったこ�とは周知のことである。�

　学びを焦点化�し�た教育観は確かに重要�な問いを�

持っていたが、学校週５日�制や、学校・社会・家�

庭の教育機能の再分配提案�などはゆとりと映った�

であろう�し�、�PISAの国際学力比較は精緻�に見れば�

さほど問題視することがな�いようであるが、順位�

付けにわが国の世論は神経�質に反応�し�たと言えよ�

う。�

　つまり、学習の結果と�し�ての能力が身に付いた�

かを直線的に調べることか�ら始まって、その周辺�

を議論の軸と�し�ている。狭義の学力のみ�が大きく�

取り上げられ、そのような�能力が「どのように�し�

て身についていくのか」に�ついての学び論は十分�

な検討がなされてきたとは�言えない。課題は依然�

と�し�てそこにある。�

　学ぶ側の動機付けについ�て、どのような枠組み�

であれば児童・生徒は心身�をこちらに向けるのか、�

学び取ってほ�し�いと願う内容は子どもの�共感を得�

られ、その子の成長の中で�実感と�し�て了解される�

ものかどうか。知りたいと�いう根源的な欲求に答�

える言葉がけは？�

　特に技能の習得と不可分�の美術科や図画工作科�

という教科群においても、�創造的な技能獲得のメ�

カニズムというべきものが�吟味の対象にはなって�

こなかったような気がする�。�

　もう少�し�問題を先鋭化させるた�めにいくつかの�

報告を見てみよう。昨年行�われた全国学力調査で�

は、いわゆる思考力や応用�力を見る「Ｂ問題」に�

おいてはまだまだ改善の余�地があると指摘された。�

大筋では以下のように言え�る。�

　・十分な知識やあらかじ�め決められたような技�

能は獲得されている。�

　・�し�か�し�、それを応用する力は�十分ではない。�

　さらに続いて、理科に限�定�し�ては実験などの体�

験的な学習をかなり重視�し�た学習活動を背景に�し�

ても思考力を伸ばすことに�はつながってはいない�

と�い�う�シ�ョ�ッ�キ�ン�グ�な�国�際�教�育�到�達�度�評�価�学�会�

（IEA）�の報告もなされた。�

で子どもは不完全な大人で�あるから、幼少期に�し�

っかりと教え込むのだとい�う主張は暗黙の了解事�

項であるような気がする。�

　�し�か�し�、教育行為におけるこの�側面が強調され�

すぎると学ぶという楽�し�みや意欲を減退させて�し�

まう。学びの崩壊が始まる�。悩ま�し�い問題である。�

大学受験は、同時に試験勉�強からこれで解放され�

るという願いを込めた儀式�であり、大学が純粋な�

学問的な欲求に連なるもの�という感�じ�は�し�ない。�

　文部省�（当時）�はこのような傾向を改善�すべく、�

平成元年から指導の指針を�大きく方向転換させた。�

児童・生徒の「学び」を再�構築�し�ようとする立場�

を鮮明に�し�たのである。�

　学力の評価項目に「関心�・意欲・態度」を打ち�

立てたり、�「思考力」�、�「判断力」�、�「表現力」�を加え�

たり�し�て、教育課程全体を大きく�シフ�ト�させた。�

造形教育にかかわる文言を�取り上げてみよう。�

　平成10年告示の学習指導�要領で、小学校図画工�

作科には低学年の目標の中�にすでに「表�し�たいこ�

と、つくりたいものを自分�の表現方法でつくりだ�

す喜びを味わうようにする�」�とある。�「自分の表現�

方法で」�である。また、�「個々の児童が特性を生�か�

し�た表現活動ができるよう�にするため、題材等に�

幅をもたせるとともに、児�童が自分に適�し�た表現�

方法などを選ぶことができ�るようにすること」と�

もある。�

　同様に中学校美術科の学�習指導要領にも「生徒�

の学習経験や能力、発達特�性等の実態を踏まえ、�

生徒が自分の表現意図に合�う表現形式や技法、材�

料などを選択�し�創意工夫�し�て表現できるようにす�

ること」と示されている。�

　これらも文言は進むべき�方向をはっきりと示�し�

た�（�傍�点�筆�者�：�今�回�の�学�習�指�導�要�領�で�は�こ�の�よ�う�
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4．新�学習指導要領の描く造形教育の未来�

2．学習指�導要領の方向�

1．最近の教�育課題�

3．学�び再構築�へ�の視点�

造形教育�の�「�わ�か�る�」�体験�が�新�し�い�学力�を�形成す�る�
～新学習指導要領�の背景～�

千葉大学教授　�藤澤　�英昭�
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・・・・・・・�

・・・�

・・・�

・・・・・・・・�
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どのようなことか。表現�し�たり鑑賞�し�たりする時�

に根源的に働く力とは…�。�

　このような大きな教育�学的な問い直�し�の中から�

新�し�く示された学習指導要領で�は�「表現」�、�「鑑賞」�

にかかわる力、言い換え�ると、獲得�し�てほ�し�いと�

願う資質・能力について�図画工作科から美術科、�

さらに生涯にわたって美�術に親�し�むことが可能に�

なるような道筋が示され�ることになった。�

　当然ながら「生きる力�」は今回の学習指導要領�

でもキーワー�ド�である。�さらに�「思考力・判断力・�

表現力」も改訂で一層充�実すべき方向にある。つ�

まり、これらを受けて造�形教育の担う役割が導き�

出され、以下のような指�導事項に結実�し�たという�

ことになる。ここに示さ�れた資質・能力こそが造�

形教育が考える学力であ�り、基礎・基本である。�

　図画工作科の�「Ａ表現」�では、�（1）�の確立された�

「造形遊び」という内容�の柱に、�

　・材料や場から思いつ�いてつくる。�

　・材料やみんなで話�し�合ったり�し�て、楽�し�く試�

行錯誤�し�ながらつくる。�

　・体全体を働かせて、�それまでの経験や技能を�

総合的に使う。�

　�（2）�の「絵や立体、工作に表�す活動」では、�

　・表�し�たいことを見付けて表す。�

　・表�し�たいことを材料、色などに配�慮�し�てさま�

ざまに工夫する。�

　・表�し�たいことに合わせて手を十分�に使い、表�

現に適�し�た方法などを組み合わせ�ていく。�

　「Ｂ鑑賞」では、�

　・楽�し�く見て、よさや面白さを感じ�取る。�

　・友人と話を�し�たり�し�て表�し�方の多様性などに�

気付く。�

　これらの項目が６学年�まで貫かれている。�

　美術科においても個々�の表現にかかわる材料や�

表現特性については「内�容の取扱い」にまとめら�

れて指導事項が明確にさ�れ、�「Ａ表現」は�（1）�感�じ�

取ったことを絵や彫刻に�表す活動から発想や構想�

に関�し�て、�

　・対象から主題を生み�出す。�

　・部分と全体を考えて�創造的な構成をする。�

　�（�2）�目�的�や�機�能�を�考�え�て�表�現�す�る�活�動�か�ら�発�想�

や構想に関�し�て、�

　・美的感覚を働かせて�表現の構想を練る。�
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6．やは�り一人一人を大切にする�

だか�ら�、造形教育�
第2回　子�ど�もたちに学んで�ほ�し�い�こ�と�

　・他者の立場に立って表�現の構想を練る。�

　・用途、使用者、材料な�どを考えて表現の構想�

を練る。�

　�（3）�は創造的な技能に関する項�目であり、�

　・表現の意図に応じて材�料や用具を創意工夫�し�

て使う。�

　・制作の手順など見通�し�を持って表現する。�

　「Ｂ鑑賞」も図画工作科�とつくりは同�じ�で、�

　・造形的な美�し�さなど対象の見方、感じ�方を広�

げる。�

　・美術文化に関する関心�を高める。�

となっている。�

　学習指導要領上はこのよ�うな変更であるが、実�

際の授業場面でどのような�指導観の変更になって�

くるのであろうか。�

　実際の授業を思い浮かべ�ただけでもいくつもの�

シーンが想定できる。�

　図画工作科や美術科は児�童・生徒の全身的な活�

動の中に教育的なねらいが�あるので、一般的には�

表現や鑑賞における活動の�活性が高いほど彼らは�

授業に集中�し�ている。楽�し�くて、誰でもが十分に�

力を発揮できるような題材�を考えて、指導全体を�

動的にも静的にも活性の高�い状態に�し�ておく必要�

がある。�

　題材が提案された時、す�でに子どもはそれぞれ�

のイメージをふくらませて�いる。つまり、授業が�

始まった時、一人一人の中�にはすでに何らかの完�

成のイメージがある。実際�にはそのイメージは流�

動的に、さらにふくらんだ�り変容�し�たりするので�

あるから、正確にはその時�々のイメージがある。�

少なくともこれから進む道�の方向はつかんでいる。�

そのイメージを結ぶことが�できなかったり、教師�

の言葉がけが心に届かなか�ったりすると、まず最�

初で厄介な「分からない」�というハー�ド�ルが出現�

する。�

　並行�し�て表現のためのさまざま�な材料や用具が�

頭の隅に準備されることに�なる。この場面でも多�

くの試行錯誤がある。�

　そ�し�て、制作の過程で途中の作�品、自分の表現�

行為そのものをもう一人の�自分ができる限り距離�

を置きながら、終始、伴走�し�ている。多くの場合�

は要求水準が高く、限定的�なのですぐさま実現と�

いうようにはいかない。目�標と�し�てのハー�ド�ルを�

もう少�し�自分に近づけたり、自分�の獲得�し�てきた�

技能を総点検�し�たりと折り合いをつけ、�新たな具�

体的目標を獲得�し�ていく。創造的な技能�が発揮さ�

れる。つまり学習目標はす�でに各自の中にあり、�

自己評価も並行�し�て行われているのであ�る。�「わか�

る」は更新され、学びは機�能�し�ている。�

　かなり激�し�い心の葛藤があり、表現さ�れたもの�

はそれを乗り越えた結果で�あり、変化の激�し�い未�

来に対�し�て自ら考えていく生きる�力に資する活動�

をまさに体験�し�ている。�

　さらに大切なことは、造�形の授業では多くの個�

性とさまざまな表現方法に�出会うことができると�

いうことである。クラスで�は多くの個性と対面す�

る。実際の指導場面では友�人や教師の言葉がけは�

非常に大切な意味を持って�いる。全身的な活動だ�

から、一気に表現意欲が飛�躍�し�たり、反対に�し�ぼ�

んだり�し�て�し�まうこともある。�

　よく観察�し�てみると、表現活動におい�て子ども�

たちの中には発想や構想段�階に十分な時間をかけ�

るタイプと、試行錯誤を繰�り返�し�ながら自分のイ�

メージを確立�し�ていくタイプがあるよう�に見られ�

る。また、壁にぶち当たり�、手が動かなくなるこ�

ともある。外から見ると停�止状態に見えることも�

あるのだが、�し�か�し�突然目を輝かせて新�し�いこと�

に挑戦�し�始める。�「アッ、いいこと考えた�」�という�

フ�レ�ーズが造形遊びなどで�し�ば�し�ば聞かれる。�「わ�

かった」という瞬間、そこ�では自分なりのイメー�

ジが結べたという場合や、�自分の力量が通用�し�た�

という満足感など…。�

　造形教育は、前提からゴ�ールまで自ら学ぶこと�

を要求する。�

　心からわかったという表�現や鑑賞にかかわって、�

すべての造形活動の核には�まず「自分」がいなけ�

ればならない。この中心と�なる「自分」を自覚さ�

せることが大切であること�は言うまでもない。�

　さらに、このような自分�の原点を形成するさま�

ざまな体験は感動を伴った�新鮮な眼差�し�によって�

インプッ�ト�されるべきである。こ�のことがまさに�

心の底から「わかった」と�言わせるのである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　造形行為において感性的な�応答と感動が大前提�

となることは当然である。�「夕陽がきれいだ」�とい�

う文章は「夕陽がきれい」と�いうことではなくて、�

正確には「私は夕暮れの高原�に立って、夕陽がき�

れいだと感�じ�た」ということ、また「きれ�い」と�

いう感�じ�の中で永劫なる自然の営み�と私の関係を�

「きれい」という文脈で見出�し�たということであ�

る。あくまでも「一人一人の�出来事」である。�

　「同�じ�時間にすべての子どもが同�一のことを学�

ぶ」というようなことは建前�論と�し�てはともかく、�

実際は違う。�

　授業場面で学び取っていく�ことは多様であり、�

それぞれの子どもの「学び」�に全幅の信頼を置き、�

育ちを期待すべきである。�

　造形教育では、人という全�体の中で感性、理性�

といった相、体力や遂行力と�いった肉体的、精神�

的な活動がすべて要求される�。また、今そこにい�

る彼らはその歩んできたさま�ざまな情報の蓄積、�

もう少�し�厳密に言えば、それらの情�報の背後にあ�

って、彼らによって切り取ら�れた文化によって彼�

らはそれぞれの「世界像」を�結んでいる。�

　�し�たがって、一人一人は異�なった世界像を所有�

し�て、今その教室にいる。�

　このすばら�し�さはもっと強調されてよい�。子ど�

もたちにとって造形科目は好�きな科目である。簡�

単だからではない。好きだか�ら困難な課題を自ら�

に課すことができる。�「学び」�の再構築はここまで�

掘り下げて考えることが必要�なのである。�

　造形教育を精緻に見ていく�ことから「学び」の�

再構築の鍵が見えてくる。�

（ふ�じ�さわ　ひであき）�

5．指導場�面から�
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　2008（平成20）�年２月、幼稚園教育要�領案、小学�

校学習指導要領案、中学�校学習指導要領案が示さ�

れ、同３月には告示の運�びとなる予定である。�

　2005（平成17）�年１月、�①到達目標の明確化�（義務�

教育修了段階での子ども�たちの学習の到達水準を�

明確化）�、②各教科等の目標・�内容の充実�（学ぶ意�

欲の向上、�国家・社会の形成者の育�成、�読解力�（国�

語力）�・理数教育・外国語教育�の充実、�体力・気力�

の育成）�、�

各教科等の目標・内容に�対応�し�た授業時数の見直�

し�）�、④�学�校�の�裁�量�拡�大�と�個�に�応じ�た�指�導�の�充�実�

（はどめ規定の在り方の�見直�し�、�習熟度別指導・少�

人数指導の推進）�などを見直�し�の観点と�し�て、�平成�

10年版学習指導要領の全�体的な見直�し�の基本方針�

が文部科学省より示され�て以来、３年の歳月が経�

過�し�た。�

　平成20年版学習指導要�領�（小学校）�となる総則に�

は、教育課程編成の一般�方針が次のように示され�

ている。�

　�「学校の教育活動を進�めるに当たっては、�各学校�

において、児童に生きる�力をはぐくむことを目指�

し�、創意工夫を生か�し�た特色ある教育活動を�展開�

する中で、基礎的・基本�的な知識及び技能を確実�

に習得させ、これらを活�用�し�て課題を解決するた�

めに必要な思考力、判断�力、表現力その他の能力�

をはぐくむとともに、主�体的に学習に取り組む態�

度を養い、個性を生かす�教育の充実に努めなけれ�

ばならない。その際、児�童の発達の段階を考慮�し�

て、児童の言語活動を充�実するとともに、家庭と�

の連携を図りながら、児�童の学習習慣が確立する�

よう配慮�し�なければならない。�」�

　平成10年版学習指導要�領にあった「自ら学び自�

な心理的・社会的なリソース�を活用�し�て、特定の�

文�脈�の�中�で�複�雑�な�課�題�に�対�応�す�る�こ�と�が�で�き�る�

力」と定義づけ、①社会・文�化的、技術的ツール�

を相互作用的に活用する能力�、②多様な社会グル�

ープにおける人間関係形成能�力、③自立的に行動�

する能力、と三つのカテゴリ�ーで構成�し�た。�

　答申は、�「主要能力�（キーコンピテンシー�）�」�につ�

いて、�「生きる力」�がこれを先取り�し�たものである�

こ�と�を�強�調し�て�い�る。す�な�わ�ち、�「生�き�る�力」は、�

内容のみならず考え方におい�ても、�「主要能力�（キ�

ーコン�ピ�テンシー）�」�の考え方を先取り�し�、国際的�

な動向にも通用するとの認識�を示�し�ているところ�

にまずは注目する必要がある�。�

　ところで、答申は、2007（平成19）�年４月に実施�

された学力調査の結果などを�ふまえ、基礎的・基�

本的な知識・技能の習得につ�いては、全体と�し�て�

は�一�定�の�成�果�が�認�め�ら�れ�つ�つ�も、思�考�力�・�判�断�

力・表現力等を問う読解力や�記述式の問題に課題�

がある、と平均的な日本の子�ども像と学力の現状�

を描いている。�

　日�本�の�子�ど�も�た�ち�の�学�力�問�題�の�一�つ�は、基�礎�

的�・�基�本�的�な�知�識�・�技�能�の�習�得�と�思�考�力�・�判�断�

力・表現力など社会において�必要とされる力との�

間に大きな落差があり、ここ�に大きな課題がある。�

　また、もう一つは、学習意�欲にある。答申は、�

学力の重要な要素と�し�て、①基礎的・基本的な知�

識・技能の習得、②知識・技�能を活用�し�て課題を�

解決するために必要な思考力�・判断力・表現力等、�

とともに、③学習意欲、をあ�げている。�

　これら学力問題に迫ること�が、学習指導要領改�

訂の大きな要因となっており�、以下に述べるよう�

な教育内容の改善や授業時数�の増加へと結びつい�

ている。�

（1）�　�平成10年版学習指�導要領をめぐる五つの�課題�

　答申は、平成10年版学習指�導要領に対�し�て、次�

のように五つの課題を指摘�し�ている。これらの指�

摘を通�し�て、今回の改訂の基本的な�考え方や学習�

指導要領の性格を読み取るこ�とができよう。�

①これからの子どもたちに「�生きる力」がなぜ必�

要か、�「生きる力」�とは何か、ということ�につい�

て、文部科学省による趣旨�の周知・徹底が必ず�

し�たことをあげておきたい�。この「生きる力」に�

ついて、先の中教審答申は�、①自分で課題を見つ�

け、自ら学び、自ら考え、�主体的に判断�し�、行動�

し�、よりよく問題を解決す�る資質・能力、②自ら�

律�し�つつ、他人と共に協調�し�、他人を思いやる心�

や感動する心など、豊かな�人間性、③たくま�し�く�

生きるための健康や体力、�と示�し�た。�

　この点について、答申は�、改正教育基本法及び�

学校教育法の一部改正によ�って明確に示された教�

育の基本理念が、平成10年�版学習指導要領におい�

て重視�し�てきた「生きる力」の育�成にほかならな�

いという。�

　この「生きる力」をはぐ�くむことを理念と�し�て�

堅持する理由の一つと�し�て、�「知識基盤社会」�と称�

される社会の到来をあげて�いる。答申は、21世紀�

の社会が、①知識には国境�がなく、グローバル化�

が一層進む、②知識は日進�月歩であり、競争と技�

術革新が絶え間なく生まれ�る、③知識の進展は旧�

来のパラダイムの転換を伴�うことが多く、幅広い�

知識と柔軟な思考力に基づ�く判断が一層重要にな�

る、④性別や年齢を問わず�参画することが促進さ�

れる、などの特質をもつ「�知識基盤社会」である�

ととらえ、�「生きる力」�をはぐくむという理念が�ま�

すます重要になってきてい�る、との認識を示�し�て�

いる。�

　そ�し�て、このような社会では、�人々に基礎的・�

基本的な知識・技能の習得�やそれらを活用�し�て課�

題を見出�し�、解消するための思考�力・判断力・表�

現力等が必要であり、また�、自己との対話を重ね�

つつ、他者や社会、自然や�環境と共に生きる「開�

かれた個」が求められると�いう。�

　また、答申が「生きる力�」の重要性を説くもう�

一つの理由と�し�て、この考え方をめぐり�国際的に�

共有され、通用することを�あげている。�

　ここで登場するのが、�「主要能力�（キーコン�ピ�テ�

ン�シ�ー�）�」と�い�う�コ�ン�セ�プ�ト�で�あ�る。OECDで�は、�

「知識基盤社会」の時代を�担う子どもたちに必要�

な能力を、認知科学や評価�の専門家などの協力の�

もとに「主要能力�（キーコン�ピ�テンシー）�」と�し�て�

とらえ、国際的に比較する�調査を実施�し�た。�

　ち�な�み�に、こ�の「主�要�能�力�（�キ�ー�コ�ン�ピ�テ�ン�シ�

ー）�」�について、OECDのPISA調査では、�「単なる�

知識や技能だけではなく、�技能や態度を含む様々�

ら考える力の育成」�との文言が消え、また、�「基礎�

的・基本的な内容の確実な�定着」が修正され、平�

成20年度版学習指導要領に�おいては、�「基礎的・基�

本的な知識及び技能を確実�に習得させ、これらを�

活用�し�て課題を解決するために必�要な思考力、判�

断力、表現力その他の能力�をはぐくむとともに、�

主体的に学習に取り組む態�度を養い、�」�と書き改め�

られている。�

　このような方針が示され�るに至った今回の学習�

指導要領改訂がいかなる基�本的な考え方によって�

進められたか。そのポイン�ト�を中央教育審議会教�

育課程部会答申�（2008（平成20）�年１月。以下、�「答�

申」�と呼ぶ）�をもとに整理をはかり、明ら�かにする�

ことを本稿の課題と�し�たい。�

　学習指導要領改訂の基本�的な考え方をめぐり、�

そ�の�ポ�イ�ン�ト�を�あ�げ�る�な�ら�ば、ま�ず�は、�「生�き�る�

力」という理念の継承をあ�げておきたい。�

　答申は、社会の構造的な�変化が進む中で、子ど�

もたちに必要な力が、変化�に対応する能力にある�

ことを提言�し�ている。�し�かも、�それは、�1996（平成�

８�）�年�に�中�央�教�育�審�議�会�答�申�が�提�唱�し�た「生�き�る�

力」にほかならないという�のである。�

　答申は、学習指導要領改�訂の基本的な考え方と�

し�て①改正基本法等を踏ま�えた学習指導要領改訂、�

②「生きる力」という理念�の共有、③基礎的・基�

本的な知識・技能の習得、�④思考力・判断力・表�

現力等の育成、⑤確かな学�力を確立するために必�

要な授業時数の確保、⑥学�習意欲の向上や学習習�

慣の確立、⑦豊かな心や健�やかな体の育成のため�

の指導の充実、をあげてい�る。�

　この中で、まずは、平成�10年版学習指導要領を�

生み出�し�た1996（平成８）�年答申の理念である「�生�

きる力」について、これを�堅持する立場を明確に�

2．�　�「知識基盤社会」�　�の時代に　�「生�き�る�力」�

1．学習指導�要領案総則に示�さ�れた�
　　�　�教育課程編成の一般方針�

3．教�育内容�と�授業時数の改善�

学習指導要領改訂�の�基本的�な�考�え�方�

千葉大学教授　�天笠　�茂�

特　集 だか�ら�、造形教育�
第2回　子どもたちに学んでほしいこと

③授業時数等の見直し（年間総授業時数や�



必要がある、と述べている�。また、数学について�

は、小学校と中学校の円滑�な接続を図る観点から、�

第１学年において時間をか�けて指導することがで�

き�る�よ�う�に�年�間�140単�位�時�間�（�週�４�コ�マ�相�当�）�に�授�

業時数を増加する、とある�。�

　③学習活動の充実を図る�ため。答申は、授業時�

数増について、基礎的な知�識・技能の定着ととも�

に、観察・実験や�レ�ポー�ト�の作成、論述といった�

知識・技能を活用するため�の学習活動の充実のた�

めと述べている。これを指�導計画や学習過程にど�

こまで反映させることがで�きるか、改訂のポイン�

ト�と�し�て、この点もあげておきた�い。�

　なお、中学校においては�、選択教科をめぐって�

「標準授業時数の枠外で各�学校において開設�し�得�

ることとすることが適当で�ある。�」とされた。�

　また、�「10分間程度の短い時間を�単位と�し�て特定�

の教科の指導」について、�年間授業時数に含める�

ことができると�し�た。これらの点もふま�え、中学�

校の教育課程の全体構成に�ついて検討が改めて課�

題とされていることを指摘�し�ておきたい。�

　まずは、総合的な学習の�時間の扱いについて触�

れておきたい。習得�し�た知識の活用や探究にあ�た�

って総合的な学習の時間の�果たすべき役割は大き�

なものがある。総合的な学�習の時間の授業時数は�

削減され、これを見る限り�、この時間の後退を印�

象づけることは否めない。�

　�し�か�し�、答申は、改善の基本方�針において、次�

のように、総合的な学習の�時間が�「知識基盤社会」�

の時代に重要な役割を果た�すと、その重要性を指�

摘�し�、その果たすべき役割の重要�性に変化はない�

と述べている。その上で、�学習指導要領上、新た�

に章と�し�て独立をはかるとともに�、各教科との関�

連をはかり一体となって進�める必要がある、と指�

摘する。�

　もっとも、�学習指導要領案の総則に�は、�「総合的�

な学習の時間における学習�活動により、特別活動�

の学校行事に掲げる各行事�の実施と同様の成果が�

期待できる場合においては�、総合的な学習の時間�

における学習活動をもって�相当する特別活動の学�

校行事に掲げる各行事の実�施に替えることができ�
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4．カリ�キュラム・マネジメン�ト�の�
　　�　�確立の求め�

　�し�も十分ではなかったことな�どにより、文部科�

学省と学校関係者や保護者、�社会との間に十分�

な共通理解がなされなかった�。�

②子どもの自主性を尊重�する余り、教師が指導を�

躊躇する状況にあった。�

③各教科と総合的な学習�の時間との適切な役割分�

担と連携が十分に図れていな�かった。�

④教科において、基礎的�・基本的な知識・技能の�

習得、及び観察・実験や�レ�ポー�ト�の作成、論述�

など知識・技能を活用する学�習活動を行うため�

に、小・中学校の必修教科の�授業時数が十分で�

なかった。�

⑤家庭や地域の教育力が�低下�し�たことを踏まえた�

対応が十分ではなかった。�

　な�お、答�申�は、第�１�点�目�に�か�か�わ�っ�て、�「ゆ�と�

り」か「詰め込み」か、�といった二項対立を乗り�

越える必要があると指摘�し�ている。すなわち、知�

識基盤社会の時代におい�ては、基礎的・基本的な�

知識・技能の習得とこれ�らを活用する思考力・判�

断力・表現力等をいわば�車の両輪と�し�て相互に関�

連させながら伸ば�し�ていくことが求められて�いる、�

と述べている。どこまで�実現できるか、今回の改�

訂のポイン�ト�がこの点にもある。�

（2）�　�教育内容の改善�

　まず、教育内容に関す�る改善事項と�し�て、①言�

語活動の充実、②理数教�育の充実、③伝統や文化�

に関する教育の充実、④�道徳教育の充実、⑤体験�

活動の充実、⑥小学校段�階における外国語活動、�

などをあげ、さらに、⑦�社会の変化への対応の観�

点から教科等を横断�し�て改善すべき事項と�し�て、�

情報教育、環境教育、も�のづくり、キャリア教育、�

食育、安全教育、心身の�成長発達についての正�し�

い理解、などを示�し�ている。�

　このうち、言語活動の�充実について、言語力を、�

各教科等を横断�し�て教育活動全体で伸ば�し�ていく�

“力”と�し�て位置づけ、教科等の知識�・技能を活�

用する学習活動を重視す�る必要があると指摘する。�

そのため、各教科等の指�導計画に言語活動を位置�

づけ、授業の構成や進め�方について改善をはかる�

必要があるという。�

　また、理数教育の充実�については、例えば、授�

業時数の増加、指導内容�の見直�し�、内容の系統性�

を確保�し�、構造化をはかることをあげ�ている。な�

お、予定されている本格実�施を前倒�しし�て、2009

（平成21）�年４月からの先行実施を�めざ�し�、そのた�

めの教材の作成など準備を�はかることが検討され�

ているとのことである。�

　さらに、道徳教育の充実�については、学校の教�

育活動全体を通�し�て行う道徳教育の重視�を改めて�

強調�し�ている。例えば、学習指導�要領案には、図�

画工作をは�じ�めすべての教科等の「指導�計画の作�

成と内容の取扱い」におい�て、道徳の時間などと�

の関連を考慮�し�て指導することを求める�文言が加�

えられている。道徳教育に�ついて、道徳の時間を�

要と�し�て学校の教育活動全体を通じ�て行うもので�

あることを一層強調するも�のである。�

　これに加えて、小学校の�学習指導要領案総則に�

は、�集団宿泊活動が加えられる�とともに、�「特に児�

童が基本的な生活習慣、社�会生活上のきまりを身�

に付け、善悪を判断�し�、人間と�し�て�し�てはならな�

いことを�し�ないようにすることなどに配�慮�し�なけ�

ればならない。�」と明記された。�

　また、中学校の学習指導�要領案総則には、職場�

体験活動が加えられるとと�もに、�「特に生徒が自他�

の生命を尊重�し�、規律ある生活ができ、�自分の将�

来を考え、法やきまりの意�義の理解を深め、主体�

的に社会の形成に参画�し�、国際社会に生きる日�本�

人と�し�ての自覚を身に付けるよう�にすることなど�

に配慮�し�なければならない。�」と書き加えられた。�

　その上で、�「道徳教育推進教師」�（道徳教育の推�

進を主と�し�て担当する教師）�を中心に、�全教師が協�

力�し�て道徳教育を展開することを�求めた。�

（3）�　�授業時数の増加�

　一方、授業時数について�、小学校においては、�

国�語、社�会、算�数、理�科、体�育、外�国�語�活�動�（�新�

設）�について、�中学校においては、�国語、�社会、�数�

学、理科、保健体育、外国�語について、それぞれ�

増加をはかった。この授業�時数の増加について、�

その主な目的を整理�し�てみると、次のようにお�よ�

そ３点に分類することがで�きる。�

　①教育内容の増加への対�応をはかるため。�

　②小学校と中学校の学習�の円滑な接続を図るた�

め。答申には、国語につい�て、小学校段階におけ�

る国語に関する基礎的な知�識・技能の定着を前提�

に、小学校と中学校の学習�の円滑な接続を図るた�

めに、特に第１・２学年に�おける指導を充実する�

る。�」との文言が加えられて�いる。�

　このことによって、これま�で総合的な学習の時�

間の大きな課題とされてきた�特別活動や学校行事�

との棲み分けが、依然と�し�て解消されることなく�

存続することが心配される。�

　総合的な学習の時間と特別�活動・学校行事をは�

じ�め各教科等との関係をいか�に整理�し�ていくか。�

今後の総合的な学習の時間に�ついて想定される方�

向と�し�て、①現状を追認する形で“�学校行事型総�

合”が存続する、②キャリア�教育の受け皿と�し�て�

位置づけがはかられる、③各�教科との関連をはか�

りつつ一体となって進められ�ていく、などがあげ�

られる。�

　総合的な学習の時間の教育�課程上の位置づけの�

明確化をはかることを通�し�て、�“教科との関連を図�

った総合”への転換をどれほ�どはかることができ�

るか。この点に、総合的な学�習の時間の行く末が�

かかっているものと見られる�。�

　この総合的な学習の時間を�含め、これまで述べ�

てきたことを重ね合わせてい�くならば、教育課程�

全体を通�し�てとか、あるいは、教科�等を横断�し�て�

知識・技能を活用�し�、�考え行動する力、�いわば�「活�

用型学力」の育成をめざすと�いう、改訂のねらい�

がより鮮明になって浮かび上�がってくるものと思�

われる。�

　答申は、教育課程行政にお�いて、学校教育の質�

を向上�させる�観点か�ら、PDCAサイ�クル�の確立�の�

重要性を指摘する。そ�し�て、各学校においては、�

教育課程や指導方法等を不断�に見直すことにより�

効果的な教育活動を充実させ�るといったカリキュ�

ラム・マネジメン�ト�を確立することが求め�られる�

と述べている。�

　今回の改訂においては、教�科等の構成について�

は手をつけなかった。�し�か�し�、随所に学校の教育�

活動全体を通�し�てとか、教科等を横断�し�てという�

文言が目につく。教育課程全�体を通�し�て課題に迫�

る。このカリキュラム・マネ�ジメン�ト�に関する発�

想と技法を各学校においてど�こまで開発�し�、確立�

をはかることができるか。こ�の点に今回の学習指�

導要領改訂の成否がかかって�いることを強調�し�て�

おきたい。�

（あまがさ　�し�げる）�

特　集 だか�ら�、造形教育�
第2回　子どもたちに学んでほしいこと



　�「先生、あれや�っていい？」�

　放�課�後�、�目�を�輝�か�せ�な�が�ら�職�

員室にやってくる�６年生の男の�

子たち。彼らの目�下のたの�し�み�

は、図工準備室に�置いてある木�

切れを使って�ト�ンテンカンテン�

自�由�に�つ�く�る�こ�と。初�め�は�２�

～３人だったのが�、口コミで広�

がって、日替わり�で少�し�ずつ増�

飛んで行く子ど�もたち。�

　図工準備室に�は、いろいろな�

授業で使った木�切れを段ボール�

箱に分類�し�て置いてある。捨�て�

るのがもったい�ないから、何と�

なくためておい�たものが、子ど�

もたちにとって�はお宝に見える�

ようだ。集まっ�てくる子どもた�

ちは、普段、型�にはまりたがら�

ない子たち。�

　子どもたちの�目は真剣そのも�

の。このエネル�ギーはどこから�

わき出てくるの�だろう。不定形�

の木片を組み合�わせ、確実に何�

かをつくり上げ�ていく。�

　試行錯誤を繰�り返�し�、Ｓ男の�

今日の作品は椅�子。計画的につ�

くるなら考えら�れないところに、�

やたら釘がたく�さん打ってある。�
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　何年か前から「顔�」を題材に中�
学２年生で制作�し�ています。まず�
は目、鼻、口、耳の�構造を理解�し�、�
鏡を見ながらスケッ�チを�し�ます。�
涙腺に穴が開いてい�ることに驚く�
子どもも多くいます�。最初は友達�
の前で鏡をのぞきこ�む自分は恥ず�
か�し�いといった様子です�が、だん�
だんと夢中になって�スケッチ�し�て�
いる姿が多くなれば�導入は成功で�
す。�
　最初の年は、そこ�からモジリア�
ニや�ピ�カソの作品を鑑賞�し�ながら�
「ら�し�さ」にこだわり、�似顔絵を�
描きま�し�た。次の年は、シルキ�ー�
ク�レ�イを使って、握りこ�ぶ�し�大の�
大きさの立体の顔を�、リアルさと�
デフォルメを組み合�わせ、表情に�

重点を置いて制作�し�ま�し�た。�
　今年は新�し�いタイプの石粉の入�
った粘土を使用す�ることで、より�
重みのある感�じ�や、乾いてから磨�
いたり削ったりで�きるおも�し�ろさ�
も加わりま�し�た。条件と�し�て、よ�
りクローズアップ�し�た形でのリア�
ルな顔の部品と抽�象形の組み合わ�
せで形を構成�し�ま�し�た。�
　ある生徒は、�「父親が私のことを�
理解�し�てくれず、私がそのこ�とで�
怒っているのに気�づきも�し�ない。�
だから台形の四角�い真っ白な形の�
中に真っ赤なへの�字口をつくり、�
父の書斎の机の上�に置きたい」と�
か、�「悲し�す�ぎ�て�涙�が�あ�ふ�れ�出�す�
私」というタイ�ト�ルで、大きな目�
と、それと同�じ�くらいの大きさの�

　我が校の図工室�には多くの材�

料がある。そのど�れもが保護者�

が届けてくれたも�のであったり、�

近くで建築中の家�からもらって�

きた端材であった�りする。�

　�「図工便り」�で�「リサイクル�し�

ま�し�ょ」と提案�し�ていると、ど�

んどん届けてくれ�るようになっ�

てきた。大量の毛�糸、割りば�し�、�

工場からの糸巻き�、紙、布の切�

れ端など、そのど�れもが「もら�

ってくれると助か�る。さもない�

と�燃�や�す�だ�け。�」と�言�う。ま�さ�

に、�「捨�て�る�神�あ�れ�ば�拾�う�神�あ�

り」で、ありがた�くいただくこ�

とにする。�

　さて、さまざま�な材料を前に、�

「どんな題材に�し�ようか」と、�

楽�し�く悩む。�

　作品例をあげる�と、６年生の�

木と鉄を使った工作�「マイフ�レ�

ン�ド�」の材木は全部いただ�いた�

もの、鉄は給食室で�出た缶を窯�

で焼きなま�し�、開いた鉄板。�

　子どもたちは金切�りばさみで�

すきな形に切ってい�く。柱の材�

木と鉄板とを合わせ�て人の形や�

家の形にする者、花�の形にする�

者など、いろいろで�ある。�

　鉄板をくぎで木に�打ち付けた�

り、丸めて彩色�し�たりと、子ど�

もたちはいろいろ試�し�ながら、�

遊び心満載の作品に�し�ていった。�

　ただ、残った鉄の�残骸や木切�

れの量から、子ども�たちの格闘�

のあとが見える。材�料を前に�し�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

て切ったり曲げ�たり、つなげた�

りなどの操作を�し�、失敗も�し�な�

がら出来上がっ�ていった。それ�

らは一つ一つオ�リジナルなもの�

となって、存在�感がある。�

　改めて、子ど�もたちの発想の�

自由さ、生命力�を感�じ�ることが�

できたように思�う。�
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　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�「でも、�学校でやったほうが�た�

の�し�いよ。�」�

　子どもたちには、一�緒に活動�

する仲間の存在が心地�よいので�

あろう。たとえ材料を�奪い合う�

ことがあっても、いつ�の間にか�

支え合い、そ�し�て、できたもの�

を自慢�し�合っている。�

　自ら何かをつくり出�し�たいと�

思うこと、そ�し�て、自らその場�

を選ぶこと、あるもの�を工夫�し�

丈夫に�し�ようと考えたのだ�ろう�

が、その釘がかえっ�て模様のよ�

うに見えてきれいだ�。Ｓ男は、�

試�し�に座ってみた。�し�か�し�、背�

もたれをつけて�し�まったので、�

どうも収まりきらな�い。前の部�

分に木片をさらにつ�けて、座面�

を安定させていく。�約束の時間�

がきて、どこか晴れ�晴れと�し�た�

顔で、作品を家に持�ち帰ってい�

った。�

　この子たちの活動�を見て、創�

造の原点を教えられ�たような気�

がする。�

　�「先生、�おれの�じ�いちゃん、�大�

工なんだ。�」�

　�「えっ。�じ�ゃあ、�ここよりもっ�

と家に材料があって�いいん�じ�ゃ�

ないの？」�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

て試行錯誤�し�ていくこと、でき�

たものを喜び合い�、確かめ合う�

こと。謂わば、学�習の最も大切�

なことをこの子た�ちはやっての�

けているのである�。�

　卒業まで後１か�月余り�し�かな�

いけど、時々、時�間を見つけて�

は�ト�ンテンカンテンにや�ってく�

る子どもたち。放�課後、木工ク�

ラブはいつまで続�くのだろう。�

（ほり　みほこ）�

　�

　�

えていった。�

　�「�そ�う�だ�ね、や�っ�て�も�い�い�け�

ど、二つだけ約束が�あるよ。�」�

　�「なあに？」�

　�「一つ、�怪我を�し�ないこと。�二�

つ、元�通�り�に�き�れ�い�に�す�る�こ�

と。�」�

　�「よっ�し�ゃ。�」お安いご用とば�

かり、勇んで図工準�備室にすっ�

山形県山形市立宮浦小学校�
堀　�美保子�

身近�な�廃材か�ら�の�作品づ�く�り�
ヒ�ル�ト�ル　�ヒ�ロ�コ�（東京都八王子市立�弐分方小学校）�

リ�ア�ル�な�自分�と�向�き�合�う�表現�
澤田　�里美�（神奈川県川崎市立�中野島中学校）�

涙のつぶがくっついた�作品をつく�

った子は、教室の隅に�置いて、自�

分の気持ちをちょっと�知ってもら�

いたいと話�し�ていま�し�た。�

　心も体も日々変化�し�、成長�し�続�

ける子どもたちの「今�」を美術の�

授業を通�し�て表現できるといいと�

考え、自分と向き合う�ことのでき�

る題材を追求�し�ていきたいと思い�

ます。� （さわだ　さとみ）�

　�

　�子�ど�も�た�ち�の�エ�ネ�ル�ギ�ー�の�原点�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�



　�
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　カップの同�じ�種類のものは、同じ形を�し�ている�

よさを生か�し�、�「積む」�といったバランスを要求�さ�

れるものにも十分に耐えら�れ、軽くて扱いやすい�

素材である。そこで、積み�上げることで出てくる�

形のよさやおも�し�ろさを子どもたちはさ�まざまな�

積み方をする中で気づいて�いくだろう。�

　�「この積み方はおも�し�ろいな。�」�「どんどん高く積�

み上げていくぞ。�」�といったように、どん�どん活動�

を広げていくことだろう。�そう�し�た活動の中から、�

「ここは○○のタワーだよ�。�」�「これはどんどん続�

く壁だよ。�」�と、積んだり�し�たカップからいろいろ�

なものに見立てながら、自�分の世界にどんどん浸�

らせていける素材である。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　子どもたちは5000個のカ�ップの中から自分のす�

きな色や形を�し�たカップに触り、色と形�を確かめ�

ながら積んでいった。�

　そう�し�た中で、�

・高く積む。�

・大きさを変えながら積む�。�

・形や色の違うものを積む�。�

・丸い煙突のように積む。�

・壁のように積む。�

といった積み方を試す中で�、積むことによって生�

まれる造形のよさを感じる�ことができた。�
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　ある日、�児童からこんな言葉を聞�いた。�「先生！�

今日の図工、すごく楽�し�みだよ。実はね、図工の�

夢を見たの。だから、今�日のアイディアは、夢で�

見たことを試�し�てみたい。�」と。�

　この児童は、その日の�図工で、自分の願いをど�

ん�ど�ん�ふ�く�ら�ま�せ�な�が�ら、�「色�や�形�は�ど�う�か�な�

あ。�」�「何か新�し�いこと発見できないか�なあ。�」�「も�

っと美�し�い発見があるはず…。�」�と、有能さを十分�

に発揮�し�、制作を行っていった。�

　そのような児童の内発�的な造形欲求を大切に�し�

た魅力的な題材を設定�し�たり、試行の場や時間を�

十分に保障�し�た造形活動を展開�し�たり�し�ていくこ�

とは、創造的な表現�し�ていく上でとても大切�なこ�

とと考える。�

　給食に出てくるゼリー�などのカップを全校に呼�

びかけながらコツコツと�集めた。今まで集めたカ�

ップ�（約5000個）�を見ると、実にいろい�ろな種類の�

カップがある。子どもた�ちはその数に圧倒される�

どころか、もう触りたく�て�し�かたがない状態であ�

る。�

　�「カップがたくさんあ�るね。どんな�『積み方』�が�

できそうかな。�」�この言葉とともに子ど�もたちの活�

動はスター�ト�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

1．は�じ�め�に�

教材研究�
小　�学　�校�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　授業の終末には全員での�鑑賞会を行った。その�

鑑賞会の中で子どもたちは�仲間の作品のよさを見�

つけ、造形的なよさやおも�し�ろさに共感�し�ていっ�

た。�

　そ�し�て、仲間のどのような所が�よかったのか作�

品から伝わる思いを交流す�ることで、積むことで�

生まれる造形のよさを実感�し�ていった。また、そ�

の作品への思いを制作�し�た児童に話�し�てもらうこ�

とで作品のよさを深く感じ�ることができた。�

2．題材�と�の出会わせ方�

3．表現素材�に�ついて�

5．おわ�り�に�

カ�ッ�プ�・�カ�ッ�プ�・�カ�ッ�プ�
～�つ�ん�で�・�つ�ん�で�・�く�ず�し�て�・�つ�ん�で�（造形遊び、�2年）�～�

岐阜大学教育学部�附属小学校　�鎌宮　�好孝�

4．子�ど�も�の活動の広が�り�か�ら�
　子どもの発想力に驚かされ�る毎日。この「カッ�

プ・カップ・カップ」におい�ても、いろいろな行�

為を繰り返�し�ながら出てきた造形に私は目�を奪わ�

れて�し�まった。�

どこまでも続く夢の橋」�「自分だけのお城」�「で�

っかい三角タワー」などと思�いをふくらませなが�

ら、楽�し�くおも�し�ろい世界が教室中に広が�ってい�

く様子は圧巻であった。�

　これからも描きたいことや�つくりたいことをい�

っぱい持った児童一人一人の�内から沸きあがる表�

現欲求に応えられるよう実践�を進めていきたいと�

考えている。� （かまみや　よ�し�たか）�

　わた�し�は丸の形に並べ、高く高�く積んで�

いきま�し�た。最初は同じカップで�上どう�し�

下どう�し�とつないでいきま�し�た。でも、そ�

れではわた�し�が思っている雰囲気とは違�っ�

たので、２段だけ残�し�て、後の全部はくず�

し�て�し�まいま�し�た。その２段の上から透�明�

の大きなカップを使いま�し�た。そ�し�たら、�

思っていた雰囲気に近づ�いてきま�し�た。そ�

の上に、白くて、光をさ�し�たら透けて見え�

るカップをのせたら、さ�らにわた�し�の雰囲�

気に�ピ�ッタリ合いま�し�た。�そ�し�て、�「透き通�

った氷のおか�し�」と題をつけま�し�た。次の�

時間は、�

出てきた�

雰囲気に�

合うよう�

に、思い�

のままに�

つくって�

いきたい�

です。�

（終末時�

の意見交�

流より）�

「�

「自分だけのお城」�

「世界一ビル」�

「でっかい三角タワー」�

「どこまでも続く夢の橋」�
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・大きな明日に大志を抱け�

・強い絆は大きな力に�

・この広い空の下夢を抱く�

・天才は１%の才能と99％の努力�

・柳に雪折れ無�し�凌雲の志�

など、決意の言葉やこれか�らの生活をイメージ�し�

た言葉が並ぶ。�

　学級を二つに分け、学年�２学級で計４枚のタペ�

ス�ト�リーをつくる。１枚あたり15人程度で制作す�

る�こ�と�に�な�る。１�枚�あ�た�り�の�サ�イ�ズ�は�約�1600×�

7000㎜�（６列×27段～１文字あた�り250㎜四方）�。�ロ�

ール模造紙を２枚並べて、�中央部を張り合わせる。�

１枚あたり大文字一つ、�そ�し�て小さい文字を153文�

字、つまり一人あたり10文�字前後となる。�

　書き進め方と�し�ては、自分の文字を縦�書きで、�

15

　３年生といえば義務教�育９年間の最後の年であ�

り、卒業�し�てからはそれぞれの進路に�向かって歩�

みを進める節目の、そ�し�て大切な時期である。週�

１時間、年間35時間の限�られた授業時数ではある�

が、絞り込んで三つの題�材を扱っている。�

　創造活動を通�し�て自己と向き合い、自己確�立・�

自己実現を図ること、自�己理解から他者理解へ、�

協調性や協働性が育まれ�るものなどを念頭に置い�

ている。�

　３年生ではどの題材も�『卒業記念制作』と銘打�

って、�

　第１弾「自分の内面を�見つめて」�（自画像）�

　第２弾「篆刻」と「色�紙展覧会」�

　第３弾「心に刻むタペ�ス�ト�リー」�

の制作を進める。�

　今回は第３弾の題材の�紹介である。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　卒業の記念に、自分た�ちの言葉を卒業式ステー�

ジに飾って卒業を祝うと�ともに、旅立ちの新たな�

決意の場とすることを目�標に制作を進める。�

　タペス�ト�リーに書かれる言葉は、�

1．は�じ�め�に�

教材研究�
中　�学　�校�

　そうすると全体の調和を�考えて、お互いがうま�

くつながるように話�し�合いが始まる。つなぎ終�わ�

ったら、黒で閉じられた空�間にさまざまな色を入�

れていく。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�　�

　子どもが主人公の卒業式。�対面方式で行われ、�

卒業生の後ろ側、ステージ上�いっぱいに子どもた�

ちの作品が掲げられる。別れ�の合唱披露もタペス�

ト�リー前の雛壇で行われる。�学事報告には子ども�

たちの言葉集もはさんであり�、保護者の方々は自�

分の子どもの言葉を探�し�て、必ず見つけ出す。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　共同制作というと特定の生�徒が大きく作業にか�

かわることがあるが、タペス�ト�リーの制作は全員�

がほとんど同�じ�かかわり方ができるところ�がよい。�

また、制作費も絵の具代�（サクラカラー）�とロール�

模造紙代で済む。制作費が抑�えられるのも魅力で�

ある。�

　以前、卒業式が終わった後�、�し�ばらくの間、地�

元の赤平駅駅舎の吹き抜けに�飾ってもらったこと�

がある。今年もまた頼んでみ�ようと思う。�

　新たな一歩を踏み出�し�た卒業生が、通学時にそ�

れらを再度目に�し�たら高校生活の励みにな�るだろ�

う。� （たてやま　ただお）�

2．思い思いの言葉�を�共同制作で�

3．制作の進め方�

4．�「図」�と�「地」の妙�

文字が崩れすぎない程�

度に自分なりの変形を�

試みる。その時、文字�

と文字の間は必ずどこ�

かでつながっているこ�

とを条件とする。また、�

全体との調和を図るた�

め、文字の太さは30㎜�

程度に統一する。�

　縦のつながりは自分�

の判断でできる。�し�か�

し�、書き始め、書き終�

わり、右隣、左隣の人�

とはどのようにつなぎ�

合わせていくのか、最�

低４人との話�し�合いが�

必要になってくる。�

　�

　デンマークの心理学者ルビ�ンが1915年に発表�し�、�

「図地反転図形」�の存在を初めて紹介�し�た。�「図」�

とは形と�し�て認識される部分、�「地」�とはその時に�

背景となる部分を指す。�

　壺が図と�し�て認識される時は、その他�の部分は�

地であり、二人の顔が図と�し�て認識される時は、�

その他の部分は地である。�壺と二人の顔が同時に�

見えることはない。�

　また、�この関係は、�あるものが一つの図�（ゲシュ�

タル�ト�）�を構成�し�ている時には、�他のものは図には�

ならないのだが、なんらか�の拍子にその「図」と�

「地」の関係が逆転すると�いうのである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　今回のタペス�ト�リーも、閉じられた空�間にさま�

ざまな色彩が入ってくると�、本来「図」と�し�て書�

かれた「文字」が見えなく�なり、一見極彩色の平�

面構成のように見える。�「地」�の部分があたかも極�

彩色の「図」のように輝き�を放つ。�

　�し�か�し�、視点を変えてみると子�どもたちの旅立�

ちにあたっての思いや言葉�が読み取れてくるので�

ある。�

6．おわ�り�に�

5．旅立ちの日�に�

心�に�刻�む�タ�ペ�ス�ト�リ�ー�
～卒業記念制作　�第3弾～�

北海道赤平市立赤平�中央中学校　�舘山　�唯郎�
　左の図はどこかで�

見たことがあると思�

う。壺と二人の顔に�

見える有名な「ルビ�

ン�の�壺�（�ル�ビ�ン�の�

杯）�」である。�

縦へのつなぎ方の例�

皆で、座り込んで彩色する。�

どこからでも作業ができる。�



的にたの�し�みながら制作することができ�た。�

④「味わう段階」１�時間�

　出来上がったものに題名�をつけたり、芝刈ラン�

タンフェスティバルを開い�たり�し�て、空間を造形�

的に構成�し�てまとめ、お互いのよさを味�わわせて�

いった。子どもたちはラン�タンの形や光り方のよ�

さに気づいていった。�

　また、保護者からの評価�を受ける場を設定�し�た。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　私は「春の温かさ」をイ�メージ�し�たランタンを�
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　福岡県久留米市にある�田主丸町は植木苗木の有�

名な土地で、身のまわり�は木々に囲まれた環境で�

ある。今回、ゲス�ト�ティーチャーと�し�て招いた河�

津さん�（ランタン制作家）�は、素材な木に魅せられ、�

田主丸町に移住�し�てこられた。�

　ここで紹介する題材は�、�身近にある木の枝�（地域�

素�材�）�と�身�近�な�人�（�地�域�人�材�）�を�活�用し�た�も�の�で�あ�

る。�

（1）�本題材のねらい�

　ランタンオブジェの明�かりの美�し�さに気づき、�

自分の身近な造形空間に�、自分の表現テーマをも�

とに、美�し�い芝刈ランタンフェスティ�バルをつく�

り出す造形活動をたの�し�むことができる。�

（2）�各段階での子どもの様�子�

①「出会う段階」�１時間�

を構想することができた。�

③「表す段階」７時�間�

　構想図をもとに自分の表�現主題に合わせてラン�

タンオブジェをつくってい�った。その中で、材料�

を和紙と木の枝に限定�し�、つくりながら光り方�を�

鑑賞するような試�し�の活動の場を仕組み、常に�作�

品や表現について自己評価�し�、次の活動や材料を�
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◆和歌山県美育連盟�の活動�

　和歌山県美育連盟は、八�郡市、伊都、那賀、和�

歌山、南海・海草、有田、�日高、西牟婁、東牟婁�

から構成され、幼稚園、保�育所、小学校、中学校、�

高等学校の部を擁する図工�・美術教育団体である。�

毎年11月に県大会を各地方�持ち回りで開催�し�てい�

る。�

　本年、平成19年度は第61回を迎え、熊野古道ゆ�

かりの西牟婁郡上富田町で�開催された。県大会で�

は実践発表、協議会、講演�会、実技研修、ワーク�

ショップなどや授業公開を�行っている。�

　昨年度の和歌山市大会、�今年度の田辺・西牟婁�

大会では、午前中に全体会�・講演会を持ち、午後�

に授業を公開�し�、協議会を持っている。�

◆和歌山県学校美術�展�

　年１回、県大会に併設�し�、県下、幼保小中高等�

学校園の作品が、地方別に�約600点、展示される。�

　県展に先立ち、各郡市で�は、市学校美術展や郡�

展などが開催されている。�県展には、県下から優�

秀な作品が展示されるので�、多くの方々が鑑賞に�

来られる。指導者にとって�も、この展覧会はお互�

いの研修の場となっている�。�

造形�ピ�ッ�ク�ア
�ッ�プ��
�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�

和歌山県美育連盟�

1．は�じ�めに　�―地域素材�・�地域人材活用―�

3．学習を終えて�（子どもの感想）�

2．実践「芝�刈ランタンフェスティバル」�

　ゲス�ト�ティーチャー�

（ランタン制作家）�の思�

いを聞くことで、子ど�

もたちは光とオブジェ�

を組み合わせる美�し�さ�

に気づき、自分の表現主�題を発想�し�ていくととも�

に、制作のたの�し�さやつくり出す喜びなどに�つい�

て感�じ�取ることができた。�

　また、暗室に置いてゲ�ス�ト�ティーチャーの作品�

を鑑賞�し�たことで、�「わー、�きれい。�」�「高級�レ�ス�ト�

ランみたい。�」�「あたたかい感じがする�。�」�などの声�

が聞かれ、表現意欲を持�つことができた。�

②「構想を練る段�階」１時間�

　自分の表現主題が明確�になるように構想図を描�

かせていった。子どもた�ちは材料体験、暗室に置�

いて光り方の試�し�の活動を�し�て、自分のランタン�

選択できるように�し�ていっ�

た。�

　また、制作途中にゲス�ト�

ティーチャーを招き、木の�

枝の組み方、ランタンの形�

のバランス、和紙のはり方�

など、専門的な観点からア�

ド�バイスを�し�ていただいた�

ことで、子どもたちは意欲�

地域素材・人材を活用した実践
芝刈�ラ�ン�タ�ン�フ�ェ�ス�テ�ィ�バル�（第5学年）�

福岡県久留米市�立芝刈小学校　�豊田　�達之�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

◆本年度の県大会�

・大会主題�

　　�「つくる喜びを求め、�深める造形教育―生きる�

こと　表現すること―」�

・公開授業　10教室�

・講演�

　演題「子どもの感性と創造�性を引き出す造形活�

動」�（講師：初田隆先生�（兵庫教育大学教授）�）�

◆和歌山市他の取り組�み�

　和歌山市では市内一斉教科�等別研修会において�

授業研究を行っている。また�、年２回の学校美術�

展�（幼・保・小・中学校園）�を開催�し�、平面作品展�

と工作・立体作品展を開催�し�ている。他郡市でも、�

工夫された展覧会が開催され�ている。�

（たにざわ　さきこ）�

和歌山県美育連盟委�員長　�谷澤　�佐規子�

　ランタンフェスティバルを�見ま�し�た。夜だった�

ので幻想的で�し�た。一つ一つの形や色に個�性があ�

り、とてもすばら�し�い作品ばかりで�し�た。我が子�

の作品もよくできていたと思�います。�「よく頑張っ�

て�つ�く�っ�た�ね。�」と�言�っ�て、褒�め�て�あ�げ�た�い�で�す。�

早く家に持って帰ってほ�し�いです。�

　子どもたちはランタンづく�りを意欲的に行って�

いた。持ち寄ったランタンに�明かりをとも�し�た時�

の、�「わっ！　すごい！」�という歓声が今でも残っ�

ている。� （とよだ　たつゆき）�

4．お�わりに�

つくりま�し�た。工夫�し�

たところは、温かさを�

表現するために、ピン�

クと白の和紙をはりま�

し�た。桜の花びらや花�

の形を切ってはりつけ�

ま�し�た。自分にとって�

お気に入りのランタン�

が出来上がりま�し�た。�

世界に一つだけのラン�

タンです。家の玄関に置い�ています。�

・保護者�（Ｋ児の母親）�からの感想�

芝刈ランタンフェスティバルの様子�


